
http://www.opam.jp/bivi

申込方法等の詳細はHPへ。
びび 友の会

（公財）大分県芸術文化スポーツ振興財団
大分県芸術文化友の会 びび
〒870-0029 大分市高砂町2-33　E-mail  bivi@opam.jp
tel.097-533-4025 / fax.097-533-4050

●問合せ・申込先

　世界的建築家・坂 茂氏による設計を印象づける美術館南側の外
壁。うっとりするような美しい意匠はもちろんのこと、大分県産のスギを
用いたり、開放的な空間を演出する大型ガラスを使用したり、その素材
にもこだわりが満載です。館内３階に上がればそのこだわりを間近で見
ることもできます。表紙を撮影したペデストリアンデッキは、実は隠れた
フォトスポット。OPAMの全貌をカメラに収めたい方にオススメです。

ペデストリアンデッキから見た大分県立美術館です。

◎入会は随時受け付けています。
◎メンバーズカードは、会費の納入を確認後、1～2
　週間後に郵送いたします。いったん納められた会
　費の払い戻しはいたしません。
◎特典内容はメンバーステージによって異なります。

※メンバー期間は入会日または更新日から1年経過した日の属する月の月末までです。

●メンバーステージと年会費

10,000円 2,500円 無　料5,000円

法人

50,000円（1口）

びびとは、大分県立美術館（OPAM）とiichiko総合文化センターを中心に、
大分県の芸術・文化を多くの皆さんに楽しんでもらうメンバーシップです。
最新情報が届くメールマガジンの配信のほか、有料会員になると様 な々特典が。
コンサートや展覧会などをお得に楽しめます。

特 典 が い っ ぱ い！

び び メン バ ー 大 募 集！

iichiko総合文化センターが主催、共催または指定す
る公演のチケットが一般発売前に10％割引等メンバ
ー価格で購入できます。KOTOBUKIメンバーはセン
ター主催公演（※）のチケットが15％割引となります。
※令和２年４月１日以降に発売日を設定した公演からとします。

特典1 
先行予約
ができる

特典2
チケット割引
がある

大分県立美術館（OPAM）主
催の企画展の無料鑑賞や内覧
会ご招待など。

特典3
無料鑑賞・割引

がある

法人               40時間（8,000円分）
KOTOBUKI    25時間（5,000円分）
TAKASAGO   10時間（2,000円分）
の駐車場券を進呈します。

特典4
駐車場券
進呈

「びびshop」で割引やプレゼントなど
の特別サービスが受けられます。
「OPAM Museum Shop」でも５％割引
（一部商品を除く）となります。

特典5
各種

サービス
がある

※枚数制限があります ※KOTOBUKI・TAKASAGO限定

●有料会員特典内容の一例

今回の表紙の写真は…

メンバーステージ／KOTOBUKI

♪♪ ♪♪
ビ ビっと 豊 か な ラ イ フ ス タ イ ル

♪♪♪

前身の「emo」から利用させてもらっています。当時は職場の仲間を誘って、仕事終わりに急いで
来て歌舞伎やコンサートを観たり…。OPAMがiichiko総合文化センターの隣にできたので、コ
ンサートの前に絵を観たりしています。駅から傘がなくても来られるのも、利用者のことを考えてく
れていて感謝ですね。OPAMは美術館なのに窓が大きく開き、飲食もでき、美術以外の体験もさ
せてくれ、自分の感性を高めてくれる場所です。会員特典であるメンバー内覧会は第一優先で参
加し、ここでキャッチした情報を、友達に広げています。「原田さんのおかげで良いものを鑑賞でき
た」と言ってもらえるのがうれしいですね。趣味の編み物や食事など日々の生活にも、ここで得たこ
とが生きていると思います。

―申し込み先―
☎097-533-4025
もしくはメール

bivi@opam.jpにて

このコーナーに
出てくださる
びびメンバーを
募集しています。

原田 博美さん （大分市在住）

▲「アート＆デザイ
ンの大茶会」ではマ
ルセル・ワンダース
さんに対面！ 彼が
デザインした口紅を
持っていたので感動
しました

▲

大阪万博の時に5
日間通って観た「太
陽の塔」が懐かしかっ
たです。記録に残って
いることが素晴らし
い「岡本太郎展」

粗品を差し上げます

♪♪♪♪♪
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大分県立美術館（OPAM）は皆さまに支えられ、2020年4月に開館5周年を迎えます。
開館から現在までに行われた展覧会やイベント等を振り返ります。

地域美術館体験講座

5,000点を超える当館収蔵品を紹介
するコレクション展を年に5～6回開
催。2年目からは、会期ごとにテーマを
設けて展示を構成しています。単に作
品を並べるだけではなく、どのような
ストーリーでどのように作品をみせる
のか、学芸員の腕の見せどころです。

大分県立美術館では、開館以来地域
に作品を展示し、実物ならではの美し
さを感じ取ってもらう機会を提供する
「地域美術館体験講座」を開催してき
ました。各地の施設や学校を会場と
し、中学生をはじめとする地域の子ど
もたちを対象とした「スクールミュー
ジアム」や、幼稚園児や保育園児、小
学生を中心に招待する「子ども美術
館」など、展覧会ごとに内容や対象を
変えながら実施してきました。これら
の展覧会は、地域の皆さまにも無料
で公開しています。

・コレクションにみる伝統と革新（2016年度Ⅱ期）
・フランス絵画とともに（2016年度Ⅲ期）
・響きあう色彩（2017年度Ⅰ期）
・和の心（2017年度Ⅵ期）
・くらべる美術（2018年度Ⅰ期）
・日常へのまなざし（2018年度Ⅴ期）
・OPAMアニマル★パラダイス（2019年度Ⅲ期）
・福田平八郎対宇治山哲平（2019年度Ⅳ期）

主なコレクション展のテーマ
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2016年／日田市
複合文化施設「ＡＯ
ＳＥ」開館記念、「宇
治山哲平」展（日田
市企画）×日田巡回
展（OPAM企画）に
日田市内の中学生
を招待しました。

2017年／「大分県
立美術館所蔵作
品×中津市所蔵
作品」。中津市所
蔵作品と合わせて
展示する作品展に
中津市内の全中
学校の1年生を招
待しました。

大分県立美術館 開館５周年記念イベント

4/24（金）10:30～15:00（予定）

▼大分県立美術館 1階 アトリウム
　※詳細は決まり次第、ホームページ等でお知らせします。

4/25（土）
10：30～11：30
　●ふわもこ あんさんぶる
14：00～15：00
　●カラフル・インスタレーション
　 スパイラル・フォレスト

4/26（日）
10：30～11：30
　●ころころピンポン これでどうだ！
　 10,000個のメガ花火
14：00～15：00
　●超・ぼわんぼわん祭り　

▼大分県立美術館 1階 アトリウム
参加費：無料（申込不要）
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コレクション展教育普及 大分県立美術館 5周年の歩み

学校が美術館を訪れる「びじゅつかんの
旅」は、自分の眼で作品を視る美術体験
プログラムです。美術館スタッフと一緒に
美術館内をめぐるギャラリーツアーで、美
術の楽しさを五感で感じてもらっていま
す。「びじゅつかんの旅じたく」はその準
備。学校を訪ね、身体と感覚を活性化させ
るワークショップを行っています。

■びじゅつかんの旅・旅じたく

教育普及は、「びじゅつって、すげぇ！」を
合言葉に、自分の目でモノを視て楽しむ
ためのワークショップを行ってきました。
「朝のおとなの1010（てんてん）講座」「夜
のおとなの金曜講座」「みんなの土曜アト
リエ」「アトリエ・ミュージアム」「特別ワー
クショップ＆レクチャー」では、子どもから
大人まで、たくさんの人たちと一緒にワー
クショップやギャラリーツアーを楽しんで
います。

■美術館でのワークショップ

記念式典／ミニステージ／記念トークイベント

4/25（土）10:30～19:30、
4/26（日）10:30～15:30

▼大分県立美術館 西側広場
参加費：無料（申込不要、当日参加可）
※詳細は決まり次第、ホームページ等でお知らせします。

カドウ建築の宴 in OPAM
「可動建築」を活用した空間実験。
フード系のお店やアーティストによる
ワークショップなども開催します。

教育普及ワークショップ

2017（平成29）年度

2018（平成30）年度

何必館コレクション 
北大路魯山人展 ―和の美を問う―

改組 新 第4回 日展 大分展
アート＆デザインの大茶会
マルセル・ワンダース、須藤玲子、ミヤケマイ

日本モダンの精華
京都国立近代美術館コレクション

おおいた美術散歩 OPAM＆豊の国

MEGASTAR（スーパープラネタリウム）

人間・髙山辰雄展 森羅万象への道

ジブリの大博覧会 ～ナウシカからマーニーまで～

素描の魅力 ―作家のアトリエから―

スタジオジブリの作品にか
かわるポスターや模型など
3,000点近くの資料を公
開。「天空の城ラピュタ」に登
場する巨大な飛行船の模型
などが注目を集めました。期
間中の来場者は194,564
人で、約半世紀ぶりに大分
県内の展覧会来場者数の
記録を塗り替えました。

20世紀の総合芸術家 イサム・ノグチ 
―彫刻から身体・庭へ―

20世紀を代表する総合芸
術家イサム・ノグチ。石やブ
ロンズの彫刻をはじめ、舞台
や家具、照明器具「あかり」
のデザイン、陶芸、さらには
ランド・スケープのデザイン
まで、その幅広い活動を多
方面から紹介しました。

「国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭」特別企画

「海と宙の未来」展
そら

歌心と絵ごころの交わり
二豊路 漂泊の画人 佐藤 溪 と 
俳人 種田山頭火

国宝、日本の美をめぐる 東京国立博物館名品展
10/６（土）から11/25（日）
まで開かれた「第33回国民
文化祭・おおいた2018」、
「第18回全国障害者芸術・
文化祭おおいた大会」。期間
中、美術館では、東京国立
博物館所蔵の国宝から最
新の科学技術まで幅広い
テーマの展覧会を開催。多
くの来場者が訪れました。

・皇太子同妃両殿下（当時）ご来館（H30.10.6）
「第33回国民文化祭・おおいた２０１８」、「第18
回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会」開会
式に合わせご来県の両殿下がご来館。「おおい
た美術散歩」等を観覧されました。

日本中が熱狂したラグビー
ワールドカップ。大分でも
５試合が行われました。
美術館では、出場国である
ウェールズとの交流展示の
ほか、浮世絵や刀剣といっ
た伝統美や現代のアニメま
で幅広く日本文化を紹介。
外国人の来場者も多く見ら
れました。

教育委員会と連携し、「国民文化祭、全国障害者
芸術・文化祭」特別企画の特別観覧（高校生特
別観覧、学校団体観覧）を受け入れ、学校ごとに
ガイドの説明付で各展覧会を見学。110校
13,333名の利用がありました。

国立科学博物館・コラボミュージアムin大分
「とりになったきょうりゅうのはなし」
―OPAMに恐竜がやってきた！―

国立科学博物館との共催
により恐竜の骨格標本な
どを展示。国民文化祭期間
中にJAXA（宇宙航空研究
開発機構）、JAMSTEC（海
洋研究開発機構）の協力で
開催した「海と宙（そら）の
未来」展に続く自然科学系
の展覧会。

・来館者200万人達成（H30.10.14）

・教育委員会連携 特別企画 高校生特別観覧

竹工芸名品展
ニューヨークのアビー・コレクション
―メトロポリタン美術館所蔵

日本の美意識 ―刀剣と金工―
大分×ウェールズ友好交流 
The Art of Wales展

岡本太郎展
ヨーロッパの宝石箱 
リヒテンシュタイン侯爵家の至宝展

名探偵コナン科学捜査展 
～真実への推理（アブダクション）～

現代アートの宝箱OPAM利岡コレクション

ムーミン展 THE ART AND THE STORY

黄金とミイラが伝える 古代アンデス文明展

ラグビーワールドカップ関連事業

江戸浮世絵の黄金時代 The Ukiyo-e
歌川派 ―豊春から国芳、広重まで 

2019（令和元）年度

・竣工記念「OPAM誕生祭」（H26.11.23）
  記念式典、記念展示、館内一般公開等

・天皇・皇后両陛下（当時）ご来館（H27.10.3）
「太陽の家」創立50周年記念式典御臨席と地方事
情ご視察のためご来県。美術館ではコレクション展
を鑑賞されました。

・県内の全小学生招待
 （小学生ファーストミュージアム体験事業）
開館記念事業として、県内の全小学生約６万人の見
学を受け入れました。

開館記念展vol.1 
モダン百花繚乱「大分世界美術館」
―大分が世界に出会う、世界が大分に驚く
「傑作名品200選」

記念すべき開館第１弾の展
覧会は、「出会いのミュージ
アム」にふさわしく、古今東
西の名作・名品と大分の文
化を象徴する作品の〝出会
い〟をテーマに、国内外の美
術館や個人コレクションから
厳選された約200点を集め
た“モダン百花繚乱「大分世
界美術館」”を開催しました。

進撃の巨人展 WALL OITA
「描（か）く！」マンガ展 
～名作を生む画技に迫る―描線・コマ・キャラ～

身も心も！現代アートに恋い焦がれて
―利岡コレクション＋大分アジア彫刻展

開館記念展vol.2 「神々の黄昏」
―東西のヴィーナス出会う世紀末、心の風景、西東

OPAM×能勢伊勢雄 
シアター・イン・ミュージアム
未完の表現の系譜とは何か？
ライブ、写真、映像、前衛芸術の出会い

コレクションに見る 日展に集う作家たち
生への言祝ぎ ―インスタレーション、
十二の柱＋出会いのパフォーマンス―

日本の精神文化の源泉とも
いえる宇佐・国東地域の仏
教美術とクリムト《ヌーダ・
ヴェリタス》など欧米の名
だたる美術作品を並べ、
「聖なるもの」へのまなざし
を軸に古今東西の異文化
の出会いを演出しました。

2014（平成26）年度

2015（平成27）年度

2016（平成28）年度

大分県立美術館（OPAM）開館

開館前日に記念式典とレセプションを開催し、多く
のゲストから祝福を受けました。開館当日はオープ
ニングセレモニーに続き、記念お茶会や国際シンポ
ジウムを開催。30日にはNHK「日曜美術館」とコラ
ボレートしたトークショーも行われました。

（H27.4.24）

START

・来館者100万人達成（H29.1.26）

東西風景版画の出会い
ターナーから浮世絵、近代版画までの珠玉

モダニズムを代表する建築
家リートフェルト、「ミッ
フィー」の生みの親として知
られるブルーナ、オランダ
の玩具メーカー「ADO」を
取り上げ、現代人の思想や
生活スタイルに大きな影響
を与え続けるオランダのモ
ダン・デザインの真髄に迫
りました。

オランダのモダン・デザイン
リートフェルト／ブルーナ／ADO
遊ぶデザイン＆暮らしのアート

片岡辰市コレクションの精華
―竹田と松園、日本美術の雅び―
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4/24（金）～6/21（日）

▲

大分県立美術館 1階 展示室A・アトリウム

 

 
Tel:

坂茂建築展
仮設住宅から美術館まで

Data

ー
建
築
家
を
志
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
幼
い
頃
か
ら
建
築
に
興
味
が
あ
り
、最
初
は

大
工
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。家
を

建
て
る
の
は
大
工
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
た

か
ら
で
す
。中
学
の
と
き
、技
術
家
庭
の
授
業

で
簡
単
な
設
計
を
習
い
、建
築
家
と
い
う
職
業

を
知
り
ま
し
た
。建
築
の
道
を
志
し
た
の
は
そ

れ
か
ら
で
す
。

　
高
校
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
に
熱
中
し
、将
来
は

建
築
も
ラ
グ
ビ
ー
も
有
名
な
早
稲
田
大
学
に

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

2
年
の
と
き
出
場
し
た
全
国
大
会
で
１
回
戦

敗
退
。実
力
差
に
気
づ
い
て
、理
工
学
部
で
な

く
美
大
の
建
築
を
目
指
そ
う
と
考
え
ま
し
た
。

そ
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ク
ー
パ
ー
ユ
ニ
オ

ン
と
い
う
美
大
系
建
築
学
科
へ
留
学
し
て
本

格
的
に
建
築
を
学
び
ま
し
た
。

ー
災
害
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す

が
、な
ぜ
こ
う
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　
建
築
家
に
な
っ
て
み
て
、そ
の
仕
事
が
社
会

の
役
に
立
っ
て
い
な
い
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

お
金
や
権
力
が
あ
る
人
の
た
め
に
立
派
な
建

築
を
造
り
、彼
ら
の
権
威
を
視
覚
化
す
る
。そ

ん
な
仕
事
ば
か
り
の
建
築
家
の
役
割
に
疑
問

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
、１
９
９
４
年
の
ル
ワ

ン
ダ
虐
殺
で
す
。数
百
万
人
が
難
民
と
な
っ
た

惨
状
を
見
て
、国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

に
紙
管
を
使
っ
た
避
難
シ
ェ
ル
タ
ー
の
建
設

を
提
案
し
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
な
り
ま
し

た
。翌
年
の
阪
神
大
震
災
時
に
は
、同
じ
く
紙

管
を
使
っ
た
仮
設
の
集
会
所「
紙
の
教
会
」を

神
戸
に
建
設
し
ま
し
た
。こ
の「
紙
の
教
会
」は

そ
の
後
台
湾
に
移
設
さ
れ
、20
年
以
上
が
経
っ

た
今
で
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
紙
の
管
と
聞
く
と
強
度
に
不
安
を
覚
え
る

方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
れ
は
単
な

る
先
入
観
。し
っ
か
り
加
工
す
れ
ば
強
度
や
耐

久
性
に
優
れ
た
素
材
に
な
り
ま
す
よ
。軽
い
の

で
組
み
立
て
や
解
体
が
し
や
す
く
、比
較
的
安

価
で
再
利
用
も
で
き
る
な
ど
、た
く
さ
ん
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

ー
現
在
も
世
界
中
の
被
災
地
で
支
援
を
し

て
い
ま
す
。日
本
で
は
近
年
、紙
管
と
布
を

使
っ
た
避
難
所
の
間
仕
切
り
シ
ス
テ
ム
が
注

目
を
集
め
ま
し
た
。

　
避
難
所
用
間
仕
切
り
を
本
格
的
に
提
供
し

始
め
た
の
は
東
日
本
大
震
災
の
頃
か
ら
で
す
。

当
初
は「
前
例
が
な
い
」と
い
う
理
由
で
ど
こ

も
採
用
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、説
得
を

重
ね
少
し
ず
つ
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。何
度

断
ら
れ
て
も
説
得
を
続
け
た
の
は
、絶
対
に
必

要
な
も
の
だ
と
確
信
し
て
い
た
か
ら
で
す
。プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
人
間
は
生

活
で
き
な
い
。だ
か
ら
絶
対
に
諦
め
て
は
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
近
は
昨
年
の
台
風
19
号
や
、16
年
の
熊
本

地
震
な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。熊
本
地
震

の
と
き
は
、隣
県
の
大
分
県
と
私
の
N
P
O
法

人
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
V
A
N
）が
災
害
協
定
を
結
ん
で
い

た
お
か
げ
で
、ス
ム
ー
ズ
に
支
援
で
き
ま
し

た
。私
が
大
分
県
立
美
術
館
を
設
計
し
た
縁
で

す
ね
。

ー
大
分
県
立
美
術
館
や
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ン

ピ
ド
ー・セ
ン
タ
ー・メ
ス
な
ど
、美
術
館
も
多

数
手
が
け
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　
大
分
県
立
美
術
館
は
、県
民
に
開
か
れ
た
場

を
造
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
ま
し
た
。美

術
館
は
愛
好
家
だ
け
が
来
る
、閉
じ
ら
れ
た
空

間
に
な
り
が
ち
で
す
。そ
う
で
は
な
く
、街
を

歩
い
て
い
る
人
が
面
白
そ
う
だ
か
ら
入
っ
て

み
よ
う
と
思
え
る
よ
う
な
気
持
ち
の
良
い
空

間
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
ポ
ン
ピ
ド
ー
・
セ
ン
タ
ー
・
メ
ス
も
同
様
に
、

開
か
れ
た
空
間
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。ま
た

「
ピ
ク
チ
ャ
ー
・
ウ
イ
ン
ド
ウ
」と
言
っ
て
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
の
大
き
な
窓
か
ら
市
の
代
表

的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
見
え
る
よ
う
に
設
計

し
て
い
ま
す
。こ
の
場
所
で
し
か
成
立
し
な

い
、外
と
中
が
連
続
す
る
空
間
を
造
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

　
災
害
支
援
か
ら
美
術
館
の
建
築
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、一
貫
し
て
い
る
の
は「
人
に
愛
さ
れ

る
建
築
を
造
り
た
い
」と
い
う
こ
と
。特
に
日
本

人
は
海
外
と
比
べ
、公
共
建
築
へ
の
愛
着
が
少

な
い
と
感
じ
ま
す
。日
本
の
経
営
者
や
リ
ー

ダ
ー
が
建
築
に
興
味
が
な
か
っ
た
り
、良
い
建

築
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
り
、さ
ま
ざ

ま
な
理
由
が
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
で
も
人
に
理

解
さ
れ
、愛
さ
れ
る
建
築
を
造
る
こ
と
が
建
築

家
の
責
任
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
良
い
建
築
に
た
く
さ
ん
触
れ
て

ほ
し
い
で
す
。大
分
は
昨
年
プ
リ
ツ
カ
ー
賞

も
受
賞
し
た
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
・
磯

崎
新
さ
ん
の
出
身
地
。磯
崎
さ
ん
が
手
が
け

た
素
晴
ら
し
い
建
築
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、も
っ
と
知
っ
て
、そ
し
て
誇
り
に
思
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

ー
い
よ
い
よ
4
月
24
日
か
ら
大
分
県
立
美
術

館
で
待
望
の
坂
茂
建
築
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

展
示
の
見
ど
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
建
築
に
興
味
が
な
い
人
や
、子
ど
も
も
楽
し

め
る
展
示
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
通
常
、建
築
の
展
示
で
は
図
面
が
飾
っ
て
あ

る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、図
面
は
楽
譜
と
同
じ

で
一
般
の
人
に
は
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。そ
う
で

は
な
く
、原
寸
大
の
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
木
で

作
っ
た
試
作
品
、建
設
の
工
程
が
わ
か
る
映
像

な
ど
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。初
期
の
頃
の
作

品
か
ら
、
18
年
春
に
で
き
た
由
布
院
駅
の
観
光

案
内
所
、昨
年
秋
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
ス
イ

ス
の
ス
ウ
ォ
ッ
チ
・
オ
メ
ガ
本
社
な
ど
の
近
作

ま
で
紹
介
し
ま
す
よ
。大
分
県
立
美
術
館
の
設

計
過
程
や
こ
だ
わ
り
も
紹
介
し
て
い
る
の
で
、

い
つ
も
来
て
い
る
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
よ

り
愛
着
が
持
て
る
と
思
い
ま
す
。

　
展
示
で
は
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム
を
こ
れ
ま
で

に
な
く
広
く
使
い
、誰
で
も
見
ら
れ
る
無
料
エ

リ
ア
も
設
置
し
ま
す
。無
料
エ
リ
ア
で
は
実
物

大
の
仮
設
住
宅
な
ど
、災
害
支
援
関
連
の
も
の

を
展
示
し
、な
る
べ
く
体
験
で
き
る
要
素
を
増

や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
全
体
を
通
し
て
、建
築
の
知
識
が
な
く
て
も

楽
し
め
る
内
容
で
す
。見
て
い
た
だ
け
れ
ば

き
っ
と
理
解
で
き
る
の
で
、ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

人 愛 建築 造
坂 茂・建築家 哲学
2020年春、大分県立美術館を設計した
建築家・坂 茂さんの企画展が開催されます。
世界的に活躍する建築界の巨匠に、
建築家としての歩みや作品にかける思い、
今回の企画展についてなどお話をうかがいました。

i n t e r v i e w

坂　茂
ば　ん し　げ　る

何度断られても説得を続けたのは、
絶対に必要なものだと確信していたから

©Hiroyuki Hirai
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児
童
虐
待
や
自
殺
、い
じ
め
、ひ
き
こ
も
り
な
ど
が
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の
展
覧
会
は
未
来
あ
る
子

供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
と
と
も
に
心
に
癒
や

し
を
与
え
ま
す
。相
田
み
つ
を
は
子
供
へ
の
愛
情
を
詩
心

に
託
し
て
表
現
し
ま
し
た
。家
族
の
き
ず
な
、親
子
の
き

ず
な
、思
い
や
り
な
ど
を
、親
子
、祖
父
母
、孫
な
ど
様
々

な
世
代
で
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
い
の
ち
い
っ
ぱ
い
に
生
き
て
き
て
ほ
ん
と
う
に
よ

か
っ
た
。ど
ん
な
と
き
で
も
心
の
底
か
ら
し
み
じ
み
と

言
え
る
よ
う
な
人
生
を
生
き
て
ゆ
き
た
い
」

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
相
田
み
つ
を「
創
作
ノ
ー
ト
」よ
り
）

教
科
書
や
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
、様
々
な
場
所
で

目
に
ふ
れ
、そ
の
作
品
が
多
く
の
世
代
を
通
じ
て
親
し
ま

れ
て
い
る
相
田
み
つ
を
。代
表
作「
に
ん
げ
ん
だ
も
の
」

「
た
だ
い
る
だ
け
で
」な
ど
の
作
品
は
い
か
に
し
て
創
出

さ
れ
た
の
か
。そ
の
底
辺
に
は
、相
田
の
作
品
へ
の
苦
悩

や
情
熱
、さ
ら
に
人
間
存
在
や
関
係
性
へ
の
探
究
心
が

脈
々
と
流
れ
て
い
ま
す
。相
田
み
つ
を
作
品
を
一
堂
に
鑑

賞
し
、そ
の
言
葉
に
包
ま
れ
る
こ
と
で
、鑑
賞
者
の
方
々

に「
い
の
ち
」の
尊
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
た
だ
き
、さ
ら

に
、生
き
る
た
め
の「
勇
気
」に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
　

 

 

  
Tel:

相田みつを全貌展 
～いのちの尊さ ことばのチカラ

Data

6/5（金）～8/10（月・祝） 休展日：7/6（月）～8（水）
［前期］6/5（金）～7/5（日）、［後期］7/9（木）～8/10（月・祝）

▲

大分県立美術館 3階 展示室B

コンパルホール/文化ホール（大分市府内町1丁目5-38）
5/24（日）

相田みつを《にんげんだもの》1980年 （前期6/5～7/5展示）

60歳の時に、初め
ての著書『にんげん
だもの』（文化出版
局）が出版されま
す。出版後、口コミ
で少しずつ読者を
増やしていき、みつ
をの没後にミリオン
セラーとなります。
これをきっかけに相
田みつをの名前が
全国的に知られる
ようになりました。

相田みつを《道》1991年 （後期7/9～8/10展示）

30歳の時に、第1回目の個展を開き、本格的な創作
活動に入ります。それまでは好きな歌人の短歌などを
書いていましたが、30代からは自分で詩を作り、自分
の詩にふさわしい文字を生涯探求し続けました。

10代で二人の兄を戦争で失ったことが、相田みつを
の創作の原点となっています。嘆き悲しむ母の様子に
衝撃を受け、生とはどういうことなのか、死とは、いの
ちとは、自分はどう生きればいいのか、ということを真
剣に考えるようになりました。

相田みつを《戦争》1990年頃 （前期6/5～7/5展示）

1924（大正13）年
1942（昭和17）年

1945（昭和20）年
1954（昭和29）年

1955（昭和30）年

1966（昭和41）年
1967（昭和42）年
1974（昭和49）年
1984（昭和59）年
1991（平成3）年

5月20日栃木県足利市に生まれる。本名光男。
旧制栃木県立足利中学校を卒業。歌人・山下陸奥に師事し、歌誌「一路」に参加する。
秋の歌会で生涯の師となる曹洞宗高福寺の禅僧・武井哲應老師と出会い、在家のまま
師事し禅を学ぶ。翌年19歳の時から本格的に書を学び、書家・岩澤渓石に師事する。
6月に召集され宇都宮の連隊に入隊し、終戦まで通信兵の訓練を受ける。
第6回毎日書道展に入選。以後、第12回展まで連続7回入選。10月に第1回個展を
足利市で開催し、以後、亡くなるまでにおよそ20回の個展を開催する。
この頃からろうけつ染めの技術を学び、暖簾、風呂敷等を制作する。
また、足利の老舗商店の包装紙や栞（しおり）のデザインを手がける。
足利市八幡町へ転居。アトリエをつくり、終生ここで創作を行う。
日めくりの原点となった『こころの暦』を樹徳高校（群馬県桐生市）のためにつくる。
在家の仏教活動として「円融会」をつくり、『円融便り』（1974年7月～1990年4月まで76号）を発行する。
初めての著書『にんげんだもの』（文化出版局）を出版する。
こころの暦『にんげんだもの』とトイレ用日めくり『ひとりしずか』（而今社）を発行する。
12月17日足利市内の病院で脳内出血により永眠。享年67歳

18歳

21歳
30歳

31歳

42歳
43歳
50歳
60歳
67歳

相田みつを《真実》1950年代後半
（前期6/5～7/5展示）

31歳の時に、ろうけつ染めの技術を学び
ます。当時、書を書くことだけでは生活が
できなかったので暖簾や風呂敷などを
作って販売し、生活の糧としました。
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4/12（日）
［開演］17:00
［終演］18:30（予定）

coba solo tour 2020
The Accordion
［出］coba
［料］全席指定5,500円
［所］日田市民文化会館
      「パトリア日田」
     小ホール（せせらぎ）
［問］☎0973-25-5000

5/16（土）
［開演］18:00
［終演］19:30

なかつ寄席
桂梅團治・橘家蔵之助
東西二人会
［出］桂梅團治、橘家蔵之助、桂小梅
［料］全席自由1500円、当日2000円
［所］リル・ドリーム
［問］中津文化会館
      ☎0979-24-1155

4/12（日）
［開演］10:00
［終演］15:30

第5回ふるさと芸能祭り
～和のつどい～
［出］特定非営利活動法人
      中津文化協会 加盟団体
［料］全席自由500円、当日800円
［所］中津文化会館大ホール
［問］☎0979-24-1155

5/4（月・祝）～6（水・振）
［開演］10:00
［終演］17:00

スタインウェイを
弾きませんか？
［料］1000円（30分）
［所］ビーコンプラザ・
      フィルハーモニアホール
［問］ビーコンプラザ事務局
      ☎0977-26-7111

おおいたホールナビ
大分県公立文化施設協議会加盟館が主催する舞台芸術公演情報

OITA
HALL NAVI

6/7（日）
［開演］13:00
［終演］16:00

第21回おじさんバンドライブ
in中津～甦れ青春!!～
［出］中津近郊で活動する
　　アマチュアバンド
［料］全席自由1000円、当日1200円
［所］リル・ドリーム
［問］中津文化会館☎0979-24-1155

5/5（火・祝）・6（水・振）
［開演］5日15:00、6日14:00 
［終演］5日17:00、6日16:00

（共に予定）

DRUM TAO 2020年
新作舞台 祭響 Saikyo
［出］DRUM TAO
［料］全席指定一般6,000円、
      日田市民5,000円
［所］日田市民文化会館
      「パトリア日田」大ホール（やまびこ）
［問］☎0973-25-5000

『
ヨ
ー
ロッ
パ
の
宝
石
箱 

リ
ヒ
テ
ン
シ
ュタ
イ
ン
侯
爵
家
の
至
宝
展
』開
催
中

3/6（金）～4/19（日） ▲ 大分県立美術館 3階 展示室B

 

 
Tel:

ヨーロッパの宝石箱
リヒテンシュタイン侯爵家の至宝展

LIECHTENSTEIN
A Je w e l  B o x  f r o m  E u r o p e  T r e a s u r e s  f r o m  t h e  c o l l e c t i o n s  o f  t h e  P r i n c e  o f

所蔵：リヒテンシュタイン侯爵家コレクション、ファドゥーツ／ウィーン
© LIECHTENSTEIN. The Princely Collections, Vaduz̶Vienna

宝石箱のような
華麗なコレクション

磁器：日本・有田窯
金属装飾：イグナーツ・ヨーゼフ・ヴュルト
《青磁色絵鳳凰雲文金具付蓋物》
本体：1690-1710年代、磁器
金属装飾：1775-1785年、鍍金されたブロンズ

ペーテル・パウル・ルーベンスと工房《ペルセウスとアンドロメダ》1622年以降、油彩・キャンヴァス

フェルディナント・ゲオルク・ヴァルトミュラー
《磁器の花瓶の花、燭台、銀器》1839年、油彩・板

ウィーン窯・帝国磁器製作所、
ゾルゲンタール時代
《カウニッツ＝リートベルク侯ヴェンツェル・
アントンの肖像のある嗅煙草入》
1785年頃、硬質磁器

ウィーン窯・デュ・パキエ時代
《カップと受皿（トランブルーズ）》
1725年頃、硬質磁器

リヒテンシュタイン侯国（こうこく）は、スイスとオーストリア
にはさまれた小さな国で、君主である侯爵家の名前が国
の名前になっています。侯爵家では、「美しい美術品を集
めることにこそお金を使うべき」という家訓が代々受け継
がれ、17世紀頃から300年以上にわたり優れた芸術品を
収集してきました。その華麗さは、「ヨーロッパの宝石箱」と
たとえられています。

本展では、リヒテンシュタイン侯爵家コレクションから、貴族の肖像
や宗教画、神話画、花の絵などを幅広くご紹介しています。肖像画
には、リヒテンシュタイン侯や侯妃の姿があり、宗教画には、ドイ
ツ・ルネサンスの画家ルーカス・クラーナハ（父）
（1472-1553）を筆頭とする巨匠による名画が並びます。さら
に注目すべき作品がルーベンス（1577-1640）による《聖母
を花で飾る聖アンナ》（1609/10年頃）や《ペルセウスとアン
ドロメダ》（1622年以降）です。大分で、バロックを代表する画
家ルーベンスを観ることができる、またとない機会です。

本展では、貴族の趣向が反映された、煌びや
かな磁器をご覧いただけます。優美な嗅煙草
入や色とりどりの花模様のカップからは、宮廷
での華やかな生活を想像することができます。
ひときわ目立つのが、九州に縁のある《青磁
色絵鳳凰雲文金具付蓋物》です。17-18世
紀に有田で作られた磁器がはるか遠くの
ウィーンに渡り、そこで金属装飾されました。東
洋と西洋の技術を組み合わせて作った、貴重
な作品をお楽しみください。

2020年はベートーヴェン生誕250年の年です。ベートー
ヴェンが「幻想風ソナタ」をささげた人物がリヒテンシュタ
イン侯妃ヨーゼファ・ゾフィーでした。本展でこの女性の肖
像画をご覧いただけます。今回の展覧会では、関連イベ
ントとして、西洋音楽の演奏会を2回予定しています。日
時は大分県立美術館ホームページにてお知らせします。

クオリティの高い絵とエレガントな焼き物の数々、そしてリヒテンシュタイン
ゆかりの音楽。優雅な宮廷文化を大分県立美術館でお楽しみください。

２/5～16　取材日2/16（日）

おおいた障がい者アート展vol.1
日常のアート

OPAM Report

２月16日（日）、大分県立美術館2階展示室Bで
行われていた「おおいた障がい者アート展vol.1 
日常のアート」が、12日間の会期を終えて、盛況
のうちに閉幕しました。同展は、昨年11月に開所
した「おおいた障がい者芸術文化支援センター」
が開催したはじめての展覧会です。県内で活動
する障がい者アーティストの作品のほか、先進的
な取組が国際的な注目を集める障がい者施設
「やまなみ工房」（滋賀県）の作品を展示し、県内
外から多くの観覧者を集めました。
来場者からは「『障がい』って何だろうと思った」
「ただ『生きる』ことの素晴らしさを感じた」等の感
想が聞かれ、『障がい』や『表現』に対して考える
機会となるとともに、県内における障がい者アー
ト活動の可能性を感じられる展覧会となりました。

 

 
Tel:

「美の宝、大分」

コレクション展 Ⅰ2020

「ブラック＆ホワイト」

コレクション展 Ⅱ2020

コレクション展
Ⅰ・Ⅱ共通

2020年4/10（金）～6/2（火）

▲

大分県立美術館 3階 コレクション展示室
休展日5/13（水） 2020年6/5（金）～8/4（火）

▲

大分県立美術館 3階 コレクション展示室

休展日7/1（水）

開館5周年第1弾のコレクション展となる本展
では、田能村竹田、福田平八郎や髙山辰雄、
生野祥雲齋など本県出身の巨匠たちからロダ
ンやピカソ、シャガールなどの海外の著名作
家まで、5000点を超える所蔵品の中から、そ
の頂点をなす選りすぐりの名品を一堂に公開
します。大分の豊かな自然と文化に育まれた
作品群から国内外の美術の魅力を伝える優
品の数々、一度は観てみたい大分の名宝をこ
の機会にぜひご堪能ください。

水墨画、油彩画、版画などから、白や黒を
基調にした作品を紹介します。また、同時
開催の「相田みつを全貌展」にあわせて、
県内書家の作品も取り上げます。有彩色に
対して、白や黒は無彩色と呼ばれ、それ自
体が彩りを放つことはありませんが、作品
の質感や陰影を際立たせるなど重要な役
割を担います。今回のコレクション展では、
白と黒をキーワードに、限定された色が織
りなす豊かな美の表情をご覧いただきます。

公演延期
決定
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磁器：日本・有田窯
金属装飾：イグナーツ・ヨーゼフ・ヴュルト
《青磁色絵鳳凰雲文金具付蓋物》
本体：1690-1710年代、磁器
金属装飾：1775-1785年、鍍金されたブロンズ

ペーテル・パウル・ルーベンスと工房《ペルセウスとアンドロメダ》1622年以降、油彩・キャンヴァス

フェルディナント・ゲオルク・ヴァルトミュラー
《磁器の花瓶の花、燭台、銀器》1839年、油彩・板

ウィーン窯・帝国磁器製作所、
ゾルゲンタール時代
《カウニッツ＝リートベルク侯ヴェンツェル・
アントンの肖像のある嗅煙草入》
1785年頃、硬質磁器

ウィーン窯・デュ・パキエ時代
《カップと受皿（トランブルーズ）》
1725年頃、硬質磁器

リヒテンシュタイン侯国（こうこく）は、スイスとオーストリア
にはさまれた小さな国で、君主である侯爵家の名前が国
の名前になっています。侯爵家では、「美しい美術品を集
めることにこそお金を使うべき」という家訓が代々受け継
がれ、17世紀頃から300年以上にわたり優れた芸術品を
収集してきました。その華麗さは、「ヨーロッパの宝石箱」と
たとえられています。

本展では、リヒテンシュタイン侯爵家コレクションから、貴族の肖像
や宗教画、神話画、花の絵などを幅広くご紹介しています。肖像画
には、リヒテンシュタイン侯や侯妃の姿があり、宗教画には、ドイ
ツ・ルネサンスの画家ルーカス・クラーナハ（父）
（1472-1553）を筆頭とする巨匠による名画が並びます。さら
に注目すべき作品がルーベンス（1577-1640）による《聖母
を花で飾る聖アンナ》（1609/10年頃）や《ペルセウスとアン
ドロメダ》（1622年以降）です。大分で、バロックを代表する画
家ルーベンスを観ることができる、またとない機会です。

本展では、貴族の趣向が反映された、煌びや
かな磁器をご覧いただけます。優美な嗅煙草
入や色とりどりの花模様のカップからは、宮廷
での華やかな生活を想像することができます。
ひときわ目立つのが、九州に縁のある《青磁
色絵鳳凰雲文金具付蓋物》です。17-18世
紀に有田で作られた磁器がはるか遠くの
ウィーンに渡り、そこで金属装飾されました。東
洋と西洋の技術を組み合わせて作った、貴重
な作品をお楽しみください。
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ヴェンが「幻想風ソナタ」をささげた人物がリヒテンシュタ
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像画をご覧いただけます。今回の展覧会では、関連イベ
ントとして、西洋音楽の演奏会を2回予定しています。日
時は大分県立美術館ホームページにてお知らせします。

クオリティの高い絵とエレガントな焼き物の数々、そしてリヒテンシュタイン
ゆかりの音楽。優雅な宮廷文化を大分県立美術館でお楽しみください。
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２月16日（日）、大分県立美術館2階展示室Bで
行われていた「おおいた障がい者アート展vol.1 
日常のアート」が、12日間の会期を終えて、盛況
のうちに閉幕しました。同展は、昨年11月に開所
した「おおいた障がい者芸術文化支援センター」
が開催したはじめての展覧会です。県内で活動
する障がい者アーティストの作品のほか、先進的
な取組が国際的な注目を集める障がい者施設
「やまなみ工房」（滋賀県）の作品を展示し、県内
外から多くの観覧者を集めました。
来場者からは「『障がい』って何だろうと思った」
「ただ『生きる』ことの素晴らしさを感じた」等の感
想が聞かれ、『障がい』や『表現』に対して考える
機会となるとともに、県内における障がい者アー
ト活動の可能性を感じられる展覧会となりました。
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水墨画、油彩画、版画などから、白や黒を
基調にした作品を紹介します。また、同時
開催の「相田みつを全貌展」にあわせて、
県内書家の作品も取り上げます。有彩色に
対して、白や黒は無彩色と呼ばれ、それ自
体が彩りを放つことはありませんが、作品
の質感や陰影を際立たせるなど重要な役
割を担います。今回のコレクション展では、
白と黒をキーワードに、限定された色が織
りなす豊かな美の表情をご覧いただきます。

公演延期
決定

08 07

4/12（日）
［開演］17:00
［終演］18:30（予定）

coba solo tour 2020
The Accordion
［出］coba
［料］全席指定5,500円
［所］日田市民文化会館
      「パトリア日田」
     小ホール（せせらぎ）
［問］☎0973-25-5000

5/16（土）
［開演］18:00
［終演］19:30

なかつ寄席
桂梅團治・橘家蔵之助
東西二人会
［出］桂梅團治、橘家蔵之助、桂小梅
［料］全席自由1500円、当日2000円
［所］リル・ドリーム
［問］中津文化会館
      ☎0979-24-1155

4/12（日）
［開演］10:00
［終演］15:30

第5回ふるさと芸能祭り
～和のつどい～
［出］特定非営利活動法人
      中津文化協会 加盟団体
［料］全席自由500円、当日800円
［所］中津文化会館大ホール
［問］☎0979-24-1155

5/4（月・祝）～6（水・振）
［開演］10:00
［終演］17:00

スタインウェイを
弾きませんか？
［料］1000円（30分）
［所］ビーコンプラザ・
      フィルハーモニアホール
［問］ビーコンプラザ事務局
      ☎0977-26-7111

おおいたホールナビ
大分県公立文化施設協議会加盟館が主催する舞台芸術公演情報

OITA
HALL NAVI

6/7（日）
［開演］13:00
［終演］16:00

第21回おじさんバンドライブ
in中津～甦れ青春!!～
［出］中津近郊で活動する
　　アマチュアバンド
［料］全席自由1000円、当日1200円
［所］リル・ドリーム
［問］中津文化会館☎0979-24-1155

5/5（火・祝）・6（水・振）
［開演］5日15:00、6日14:00 
［終演］5日17:00、6日16:00

（共に予定）

DRUM TAO 2020年
新作舞台 祭響 Saikyo
［出］DRUM TAO
［料］全席指定一般6,000円、
      日田市民5,000円
［所］日田市民文化会館
      「パトリア日田」大ホール（やまびこ）
［問］☎0973-25-5000

『
ヨ
ー
ロッ
パ
の
宝
石
箱 

リ
ヒ
テ
ン
シ
ュタ
イ
ン
侯
爵
家
の
至
宝
展
』開
催
中

3/6（金）～4/19（日） ▲ 大分県立美術館 3階 展示室B

 

 
Tel:

ヨーロッパの宝石箱
リヒテンシュタイン侯爵家の至宝展

LIECHTENSTEIN
A Je w e l  B o x  f r o m  E u r o p e  T r e a s u r e s  f r o m  t h e  c o l l e c t i o n s  o f  t h e  P r i n c e  o f

所蔵：リヒテンシュタイン侯爵家コレクション、ファドゥーツ／ウィーン
© LIECHTENSTEIN. The Princely Collections, Vaduz̶Vienna

宝石箱のような
華麗なコレクション

磁器：日本・有田窯
金属装飾：イグナーツ・ヨーゼフ・ヴュルト
《青磁色絵鳳凰雲文金具付蓋物》
本体：1690-1710年代、磁器
金属装飾：1775-1785年、鍍金されたブロンズ

ペーテル・パウル・ルーベンスと工房《ペルセウスとアンドロメダ》1622年以降、油彩・キャンヴァス

フェルディナント・ゲオルク・ヴァルトミュラー
《磁器の花瓶の花、燭台、銀器》1839年、油彩・板

ウィーン窯・帝国磁器製作所、
ゾルゲンタール時代
《カウニッツ＝リートベルク侯ヴェンツェル・
アントンの肖像のある嗅煙草入》
1785年頃、硬質磁器

ウィーン窯・デュ・パキエ時代
《カップと受皿（トランブルーズ）》
1725年頃、硬質磁器

リヒテンシュタイン侯国（こうこく）は、スイスとオーストリア
にはさまれた小さな国で、君主である侯爵家の名前が国
の名前になっています。侯爵家では、「美しい美術品を集
めることにこそお金を使うべき」という家訓が代々受け継
がれ、17世紀頃から300年以上にわたり優れた芸術品を
収集してきました。その華麗さは、「ヨーロッパの宝石箱」と
たとえられています。

本展では、リヒテンシュタイン侯爵家コレクションから、貴族の肖像
や宗教画、神話画、花の絵などを幅広くご紹介しています。肖像画
には、リヒテンシュタイン侯や侯妃の姿があり、宗教画には、ドイ
ツ・ルネサンスの画家ルーカス・クラーナハ（父）
（1472-1553）を筆頭とする巨匠による名画が並びます。さら
に注目すべき作品がルーベンス（1577-1640）による《聖母
を花で飾る聖アンナ》（1609/10年頃）や《ペルセウスとアン
ドロメダ》（1622年以降）です。大分で、バロックを代表する画
家ルーベンスを観ることができる、またとない機会です。

本展では、貴族の趣向が反映された、煌びや
かな磁器をご覧いただけます。優美な嗅煙草
入や色とりどりの花模様のカップからは、宮廷
での華やかな生活を想像することができます。
ひときわ目立つのが、九州に縁のある《青磁
色絵鳳凰雲文金具付蓋物》です。17-18世
紀に有田で作られた磁器がはるか遠くの
ウィーンに渡り、そこで金属装飾されました。東
洋と西洋の技術を組み合わせて作った、貴重
な作品をお楽しみください。

2020年はベートーヴェン生誕250年の年です。ベートー
ヴェンが「幻想風ソナタ」をささげた人物がリヒテンシュタ
イン侯妃ヨーゼファ・ゾフィーでした。本展でこの女性の肖
像画をご覧いただけます。今回の展覧会では、関連イベ
ントとして、西洋音楽の演奏会を2回予定しています。日
時は大分県立美術館ホームページにてお知らせします。

クオリティの高い絵とエレガントな焼き物の数々、そしてリヒテンシュタイン
ゆかりの音楽。優雅な宮廷文化を大分県立美術館でお楽しみください。

２/5～16　取材日2/16（日）

おおいた障がい者アート展vol.1
日常のアート

OPAM Report

２月16日（日）、大分県立美術館2階展示室Bで
行われていた「おおいた障がい者アート展vol.1 
日常のアート」が、12日間の会期を終えて、盛況
のうちに閉幕しました。同展は、昨年11月に開所
した「おおいた障がい者芸術文化支援センター」
が開催したはじめての展覧会です。県内で活動
する障がい者アーティストの作品のほか、先進的
な取組が国際的な注目を集める障がい者施設
「やまなみ工房」（滋賀県）の作品を展示し、県内
外から多くの観覧者を集めました。
来場者からは「『障がい』って何だろうと思った」
「ただ『生きる』ことの素晴らしさを感じた」等の感
想が聞かれ、『障がい』や『表現』に対して考える
機会となるとともに、県内における障がい者アー
ト活動の可能性を感じられる展覧会となりました。

 

 
Tel:

「美の宝、大分」

コレクション展 Ⅰ2020

「ブラック＆ホワイト」

コレクション展 Ⅱ2020

コレクション展
Ⅰ・Ⅱ共通

2020年4/10（金）～6/2（火）

▲

大分県立美術館 3階 コレクション展示室
休展日5/13（水） 2020年6/5（金）～8/4（火）

▲

大分県立美術館 3階 コレクション展示室

休展日7/1（水）

開館5周年第1弾のコレクション展となる本展
では、田能村竹田、福田平八郎や髙山辰雄、
生野祥雲齋など本県出身の巨匠たちからロダ
ンやピカソ、シャガールなどの海外の著名作
家まで、5000点を超える所蔵品の中から、そ
の頂点をなす選りすぐりの名品を一堂に公開
します。大分の豊かな自然と文化に育まれた
作品群から国内外の美術の魅力を伝える優
品の数々、一度は観てみたい大分の名宝をこ
の機会にぜひご堪能ください。

水墨画、油彩画、版画などから、白や黒を
基調にした作品を紹介します。また、同時
開催の「相田みつを全貌展」にあわせて、
県内書家の作品も取り上げます。有彩色に
対して、白や黒は無彩色と呼ばれ、それ自
体が彩りを放つことはありませんが、作品
の質感や陰影を際立たせるなど重要な役
割を担います。今回のコレクション展では、
白と黒をキーワードに、限定された色が織
りなす豊かな美の表情をご覧いただきます。

公演延期
決定
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4/12（日）
［開演］17:00
［終演］18:30（予定）

coba solo tour 2020
The Accordion
［出］coba
［料］全席指定5,500円
［所］日田市民文化会館
      「パトリア日田」
     小ホール（せせらぎ）
［問］☎0973-25-5000

5/16（土）
［開演］18:00
［終演］19:30

なかつ寄席
桂梅團治・橘家蔵之助
東西二人会
［出］桂梅團治、橘家蔵之助、桂小梅
［料］全席自由1500円、当日2000円
［所］リル・ドリーム
［問］中津文化会館
      ☎0979-24-1155

4/12（日）
［開演］10:00
［終演］15:30

第5回ふるさと芸能祭り
～和のつどい～
［出］特定非営利活動法人
      中津文化協会 加盟団体
［料］全席自由500円、当日800円
［所］中津文化会館大ホール
［問］☎0979-24-1155

5/4（月・祝）～6（水・振）
［開演］10:00
［終演］17:00

スタインウェイを
弾きませんか？
［料］1000円（30分）
［所］ビーコンプラザ・
      フィルハーモニアホール
［問］ビーコンプラザ事務局
      ☎0977-26-7111

おおいたホールナビ
大分県公立文化施設協議会加盟館が主催する舞台芸術公演情報

OITA
HALL NAVI

6/7（日）
［開演］13:00
［終演］16:00

第21回おじさんバンドライブ
in中津～甦れ青春!!～
［出］中津近郊で活動する
　　アマチュアバンド
［料］全席自由1000円、当日1200円
［所］リル・ドリーム
［問］中津文化会館☎0979-24-1155

5/5（火・祝）・6（水・振）
［開演］5日15:00、6日14:00 
［終演］5日17:00、6日16:00

（共に予定）

DRUM TAO 2020年
新作舞台 祭響 Saikyo
［出］DRUM TAO
［料］全席指定一般6,000円、
      日田市民5,000円
［所］日田市民文化会館
      「パトリア日田」大ホール（やまびこ）
［問］☎0973-25-5000

『
ヨ
ー
ロッ
パ
の
宝
石
箱 

リ
ヒ
テ
ン
シ
ュタ
イ
ン
侯
爵
家
の
至
宝
展
』開
催
中

3/6（金）～4/19（日） ▲ 大分県立美術館 3階 展示室B

 

 
Tel:

ヨーロッパの宝石箱
リヒテンシュタイン侯爵家の至宝展

LIECHTENSTEIN
A Je w e l  B o x  f r o m  E u r o p e  T r e a s u r e s  f r o m  t h e  c o l l e c t i o n s  o f  t h e  P r i n c e  o f

所蔵：リヒテンシュタイン侯爵家コレクション、ファドゥーツ／ウィーン
© LIECHTENSTEIN. The Princely Collections, Vaduz̶Vienna

宝石箱のような
華麗なコレクション

磁器：日本・有田窯
金属装飾：イグナーツ・ヨーゼフ・ヴュルト
《青磁色絵鳳凰雲文金具付蓋物》
本体：1690-1710年代、磁器
金属装飾：1775-1785年、鍍金されたブロンズ

ペーテル・パウル・ルーベンスと工房《ペルセウスとアンドロメダ》1622年以降、油彩・キャンヴァス

フェルディナント・ゲオルク・ヴァルトミュラー
《磁器の花瓶の花、燭台、銀器》1839年、油彩・板

ウィーン窯・帝国磁器製作所、
ゾルゲンタール時代
《カウニッツ＝リートベルク侯ヴェンツェル・
アントンの肖像のある嗅煙草入》
1785年頃、硬質磁器

ウィーン窯・デュ・パキエ時代
《カップと受皿（トランブルーズ）》
1725年頃、硬質磁器

リヒテンシュタイン侯国（こうこく）は、スイスとオーストリア
にはさまれた小さな国で、君主である侯爵家の名前が国
の名前になっています。侯爵家では、「美しい美術品を集
めることにこそお金を使うべき」という家訓が代々受け継
がれ、17世紀頃から300年以上にわたり優れた芸術品を
収集してきました。その華麗さは、「ヨーロッパの宝石箱」と
たとえられています。

本展では、リヒテンシュタイン侯爵家コレクションから、貴族の肖像
や宗教画、神話画、花の絵などを幅広くご紹介しています。肖像画
には、リヒテンシュタイン侯や侯妃の姿があり、宗教画には、ドイ
ツ・ルネサンスの画家ルーカス・クラーナハ（父）
（1472-1553）を筆頭とする巨匠による名画が並びます。さら
に注目すべき作品がルーベンス（1577-1640）による《聖母
を花で飾る聖アンナ》（1609/10年頃）や《ペルセウスとアン
ドロメダ》（1622年以降）です。大分で、バロックを代表する画
家ルーベンスを観ることができる、またとない機会です。

本展では、貴族の趣向が反映された、煌びや
かな磁器をご覧いただけます。優美な嗅煙草
入や色とりどりの花模様のカップからは、宮廷
での華やかな生活を想像することができます。
ひときわ目立つのが、九州に縁のある《青磁
色絵鳳凰雲文金具付蓋物》です。17-18世
紀に有田で作られた磁器がはるか遠くの
ウィーンに渡り、そこで金属装飾されました。東
洋と西洋の技術を組み合わせて作った、貴重
な作品をお楽しみください。

2020年はベートーヴェン生誕250年の年です。ベートー
ヴェンが「幻想風ソナタ」をささげた人物がリヒテンシュタ
イン侯妃ヨーゼファ・ゾフィーでした。本展でこの女性の肖
像画をご覧いただけます。今回の展覧会では、関連イベ
ントとして、西洋音楽の演奏会を2回予定しています。日
時は大分県立美術館ホームページにてお知らせします。

クオリティの高い絵とエレガントな焼き物の数々、そしてリヒテンシュタイン
ゆかりの音楽。優雅な宮廷文化を大分県立美術館でお楽しみください。

２/5～16　取材日2/16（日）

おおいた障がい者アート展vol.1
日常のアート

OPAM Report

２月16日（日）、大分県立美術館2階展示室Bで
行われていた「おおいた障がい者アート展vol.1 
日常のアート」が、12日間の会期を終えて、盛況
のうちに閉幕しました。同展は、昨年11月に開所
した「おおいた障がい者芸術文化支援センター」
が開催したはじめての展覧会です。県内で活動
する障がい者アーティストの作品のほか、先進的
な取組が国際的な注目を集める障がい者施設
「やまなみ工房」（滋賀県）の作品を展示し、県内
外から多くの観覧者を集めました。
来場者からは「『障がい』って何だろうと思った」
「ただ『生きる』ことの素晴らしさを感じた」等の感
想が聞かれ、『障がい』や『表現』に対して考える
機会となるとともに、県内における障がい者アー
ト活動の可能性を感じられる展覧会となりました。

 

 
Tel:

「美の宝、大分」

コレクション展 Ⅰ2020

「ブラック＆ホワイト」

コレクション展 Ⅱ2020

コレクション展
Ⅰ・Ⅱ共通

2020年4/10（金）～6/2（火）

▲

大分県立美術館 3階 コレクション展示室
休展日5/13（水） 2020年6/5（金）～8/4（火）

▲

大分県立美術館 3階 コレクション展示室

休展日7/1（水）

開館5周年第1弾のコレクション展となる本展
では、田能村竹田、福田平八郎や髙山辰雄、
生野祥雲齋など本県出身の巨匠たちからロダ
ンやピカソ、シャガールなどの海外の著名作
家まで、5000点を超える所蔵品の中から、そ
の頂点をなす選りすぐりの名品を一堂に公開
します。大分の豊かな自然と文化に育まれた
作品群から国内外の美術の魅力を伝える優
品の数々、一度は観てみたい大分の名宝をこ
の機会にぜひご堪能ください。

水墨画、油彩画、版画などから、白や黒を
基調にした作品を紹介します。また、同時
開催の「相田みつを全貌展」にあわせて、
県内書家の作品も取り上げます。有彩色に
対して、白や黒は無彩色と呼ばれ、それ自
体が彩りを放つことはありませんが、作品
の質感や陰影を際立たせるなど重要な役
割を担います。今回のコレクション展では、
白と黒をキーワードに、限定された色が織
りなす豊かな美の表情をご覧いただきます。

公演延期
決定

6/4（木） ▲ iichikoグランシアタ

 

 

小曽根真 featuring 
No Name Horses
Until We Vanish 15 × 15　15th Anniversary 2020
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15
×
15
』

は
、僕
が
率
い
る
15
名
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

「N
o N
am
e H
orses

」の
15
周
年
に
あ

わ
せ
て
作
っ
た
ア
ル
バ
ム
で
す
。新
し
い

曲
を
書
こ
う
と
考
え
て
い
た
と
き
、高

校
生
の
頃
に
好
き
だ
っ
た
プ
ロ
グ
レ
を

思
い
出
し
、そ
れ
を
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
と

い
う
ジ
ャ
ズ
の
王
道
ス
タ
イ
ル
で
表
現

で
き
な
い
か
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。

　
僕
は
常
に「
自
分
は
今
、何
を
弾
き
た

い
ん
だ
ろ
う
？
」と
考
え
続
け
て
い
る
ん

で
す
。恩
師
の
ゲ
イ
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン
の

影
響
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。は
じ
め

て
会
っ
た
と
き
、彼
は
す
で
に
グ
ラ
ミ
ー

賞
を
い
く
つ
も
受
賞
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず「
僕
は
ま
だ
、自
分
の
好
き
な

音
楽
を
探
し
て
い
る
ん
だ
よ
」と
言
っ
て

い
ま
し
た
。彼
の
よ
う
に
、自
分
も
新
し

い
音
楽
に
次
々
ト
ラ
イ
し
続
け
る
人
で

あ
り
た
い
と
思
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
て
い
る
と
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
反
響
が
多
く
て
う
れ
し
い
で
す
。中
に

は「
最
高
だ
け
ど
、ロ
ッ
ク
色
が
強
す
ぎ

て
う
ち
の
ジ
ャ
ズ
喫
茶
じ
ゃ
か
け
ら
れ

な
い
な
」な
ん
て
つ
ぶ
や
き
も
あ
り
ま
し

た
が（
笑
）。プ
ロ
グ
レ
は
僕
の
世
代
で
は

一
世
を
風
靡
し
た
音
楽
で
す
し
、ジ
ャ
ズ

フ
ァ
ン
の
中
に
い
た
プ
ロ
グ
レ
好
き
が

喜
ぶ
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ー
弱
冠
20
歳
の
ギ
タ
リ
ス
ト
、山
岸
竜

之
介
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
い
る
の

も
特
徴
で
す
ね
。

　
今
回
の
ア
ル
バ
ム
で
は
、ジ
ャ
ズ
に
詳

し
く
な
い
ギ
タ
リ
ス
ト
に
弾
い
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。僕
の
音
楽
を
見

事
に
弾
け
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
け
ど
、

ジ
ャ
ズ
と
い
う
言
語
を
知
ら
な
い
音
楽

家
が
飛
び
込
ん
で
き
た
と
き
に
起
こ
る

ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
が
見
て
み
た
か
っ
た
ん

で
す
。

　
ジ
ャ
ズ
未
経
験
の
20
歳
の
ギ
タ
リ
ス
ト

が
、平
均
年
齢
50
代
後
半
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

と
ツ
ア
ー
を
ま
わ
る
っ
て
、想
像
で
き
な
い

で
す
よ
ね
。で
も
、話
題
性
で
彼
を
選
ん
だ

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。竜
之
介
が
う
ま
い
か

ら
一
緒
に
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。

ー
実
際
に
山
岸
さ
ん
と
一
緒
に
プ
レ
イ

し
て
み
て
い
か
が
で
す
か
？

　
僕
た
ち
の
想
像
を
超
え
る
素
晴
ら
し

い
演
奏
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
よ
。ず
っ

と
ジ
ャ
ズ
を
や
っ
て
き
た
人
の
よ
う
な

ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
は
な
い
け
れ
ど
、そ
の

分
僕
た
ち
が
絶
対
に
弾
か
な
い
フ
レ
ー

ズ
を
弾
く
し
、そ
の
音
楽
に
責
任
を
持
っ

て
貫
く
強
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
音
楽
家
同
志
は
演
奏
し
な
が
ら
瞬
間

で
意
思
疎
通
を
し
ま
す
。そ
の
と
き
、失

敗
し
な
い
よ
う
に
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い

た
ら
間
に
合
い
ま
せ
ん
。日
常
会
話
で
相

手
の
発
言
を
深
読
み
す
る
と
テ
ン
ポ
が

悪
く
不
自
然
に
な
る
の
と
同
じ
。竜
之
介

は
そ
れ
を
せ
ず
、動
物
の
よ
う
な
反
射
神

経
で
自
分
の
気
持
ち
に
嘘
が
な
い
よ
う

に
弾
く
か
ら
魅
力
的
な
ん
で
す
。

　
結
果
、あ
れ
だ
け
デ
ィ
ス
ト
ー
シ
ョ
ン

の
か
か
っ
た
ギ
タ
ー
と
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

が
競
演
し
て
い
る
の
に
、ま
っ
た
く
違
和

感
が
な
い
音
楽
に
な
っ
て
い
ま
す
。彼
と

演
奏
し
て
い
る
と
、音
楽
家
は
ジ
ャ
ン
ル

の
壁
を
越
え
て
音
楽
と
い
う
大
き
な
共

通
言
語
で
つ
な
が
れ
る
ん
だ
と
改
め
て

感
じ
ま
す
ね
。

ー
ツ
ア
ー
は
ど
ん
な
内
容
に
な
り
そ
う

で
す
か
？

　
今
回
の
ア
ル
バ
ム
の
曲
を
中
心
に
、過

去
のN

o N
am
e H
orses

の
楽
曲
も

披
露
す
る
予
定
で
す
。せ
っ
か
く
だ
か
ら
、

竜
之
介
に
彼
が
こ
れ
ま
で
弾
い
た
こ
と

が
な
い
よ
う
な
ジ
ャ
ズ
の
楽
曲
を
弾
か

せ
て
も
面
白
い
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ジ
ャ
ズ
が
何
十
色
も
の
繊
細
な
色
を

使
っ
て
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る
よ
う

な
音
楽
だ
と
し
た
ら
、ロ
ッ
ク
は
原
色
が

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
移
り
変
わ
る
音
楽
。今

回
は
、そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
ビ
ッ
グ
バ

ン
ド
で
表
現
す
る
の
が
醍
醐
味
で
す
ね
。

　
新
作
の
音
楽
を
た
だ
鳴
ら
す
だ
け
な

ら
、色
ん
な
音
が
出
せ
る
キ
ー
ボ
ー
ド
を

一
台
加
え
れ
ば
で
き
る
ん
で
す
。だ
け
ど
、

ど
ん
な
に
優
れ
た
キ
ー
ボ
ー
ド
一
台
で
３

つ
の
音
を
同
時
に
出
す
よ
り
、３
人
の
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
が
全
力
で
音
を
出
す
ほ
う
が

迫
力
が
あ
り
ま
す
。ロ
ッ
ク
は
そ
の
迫
力

を
、ス
テ
ー
ジ
上
の
音
楽
家
の「
気
」を
感

じ
る
の
に
最
適
な
音
楽
。ぜ
ひ
会
場
で
そ

れ
を
体
感
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ー
６
月
に
は
大
分
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
を

予
定
し
て
い
ま
す
。大
分
の
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
分
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
す
る
の
は
２

０
１
２
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
と
共
演

し
て
以
来
。僕
は
あ
の
日
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
て
、あ
の
ツ

ア
ー
で
一
番
良
い
演
奏
が
で
き
た
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
く
ら
い
で

す
。だ
か
ら
今
回
も
良
い
演
奏
が
で
き
る

気
が
し
て
い
ま
す
。

　
知
り
合
い
の
お
店
に
行
こ
う
と
か
、温

泉
に
行
き
た
い
と
か
あ
れ
こ
れ
考
え
て

い
る
の
で
す
が
、何
よ
り
一
番
の
楽
し
み

は
大
分
の
皆
さ
ん
に
音
楽
を
届
け
ら
れ

る
こ
と
。久
し
ぶ
り
の
長
丁
場
の
ツ
ア
ー

で
す
が
、僕
含
め
、バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
は

み
ん
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
す
る
ご
と
に
元
気

ロックのダイナミズムを、
ジャズの王道ビッグバンドで表現
ジャズピアニストの小曽根真さんが8年ぶりに大分でコンサートを開催します。
プログレとジャズを共存させ、20歳のギタリストをメンバーに迎えて
「ジャンルも年齢の壁も超えた」最新作や、コンサートについてお話をうかがいました。

に
な
れ
る
ん
で
す
。お
客
さ
ん
か
ら
い
た

だ
く
笑
顔
や
拍
手
の
パ
ワ
ー
っ
て
、す
ご

い
ん
で
す
よ
。

　
時
間
や
お
金
を
使
っ
て
見
に
来
て
く

れ
る
方
々
の
た
め
に
、生
半
可
な
も
の
は

見
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。新
し
い
も
の
を
生
み

だ
そ
う
と
挑
戦
す
る
僕
の
生
き
様
を
、音

楽
で
表
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。も

ち
ろ
ん
、プ
ロ
と
し
て
ギ
リ
ギ
リ
を
目
指

し
な
が
ら
も
楽
し
く
ね
。皆
さ
ん
に
は
そ

ん
な
挑
戦
す
る
音
楽
家
た
ち
の
ド
キ
ド

キ
を
、ぜ
ひ
コ
ン
サ
ー
ト
で
見
届
け
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ジャズピアニスト小曽根  真Interview

Jazz pianist

Makoto
Ozone
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第11回 定期演奏会 3/29（日） ▲ iichikoグランシアタ
Data

生誕

250年
ベートーヴェン

Beethoven ZyklusBeethoven Zyklus

大分ベートーヴェン・プロジェクト2020
『ベートーヴェンチクルス』に参加！
iichikoグランシアタ・ジュニアオーケストラが交響曲第1番を演奏します。

2020年はベートーヴェン生誕250年のアニバーサリーイ
ヤー。大分県内のオーケストラ関係団体が協働し、年間を
通じてベートーヴェンの交響曲第１番から第９番までの全
曲を演奏するプロジェクトを開催します。第1回目はiichiko
グランシアタ・ジュニアオーケストラが、第11回定期演奏会
で交響曲第1番を演奏します。12月には特別団体として、
ベートーヴェンの交響曲演奏において世界最高の評価を
得ている「ドイツ・カンマーフィルハーモニー管弦楽団
（パーヴォ・ヤルヴィ指揮）」を招聘します。全公演ご来場い
ただいたお客様を対象に、お得な特典をご用意していま
す。どうぞご期待ください。

入団オーディションがありますが、技術だけ
ではなく、音楽が好きな気持ちとやる気を重
視します。勇気を出して、仲間に加わってみ
ませんか？ 初心者のためのアカデミークラ
スもあります。お気軽にお問合せください。

練　習：原則として日曜日（月2～3回）、夏季・演奏会前は集中練習あり
会　場：iichiko総合文化センター リハーサル室 ほか
演奏会：定期演奏会、アンサンブルコンサート、訪問コンサート など
団　費：月額5,000円（年間6万円）
審査内容：面接と楽器の演奏 ※応募用紙に写真を貼って郵送してください
応募用紙ダウンロード→ http://www.emo.or.jp/

活動
内容

入団
オーディション
（随時）

iichikoグランシアタ
ジュニアオーケストラ10年間のあゆみ

ジュニアオーケストラは、年１回の定期演奏会をメインに、
出張コンサート、県外ジュニアオーケストラとの交流、
音楽祭への参加など、さまざまな経験を積んできました。

結団式（2009）

小林道夫氏と共演した
弦楽アンサンブル
コンサート
vol.3（2012）

第1回定期演奏会（2010）

アルカス九十九島音楽祭（2017）

ハインツ・ホリガー特別レッスン（2015）

第19回別府アルゲリッチ音楽祭
子どもによる子どものためのコンサート（2017）

©Rikimaru Hotta

オーケストラと合唱の祭典（2018）

第20回記念別府アルゲリッチ音楽祭 
子どもによる子どものためのコンサート（2018）

©Rikimaru Hotta
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10
i
ic
h
i
ko
グ
ラ
ン
シ
ア
タ
・

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
結
団
式

結
成
に
あ
た
っ
て
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

９
歳
か
ら
19
歳
ま
で
の
87
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

第
１
回
定
期
演
奏
会

指
揮
：
下
野
竜
也

ロ
ッ
シ
ー
ニ
 / 
歌
劇《
ど
ろ
ぼ
う
か
さ
さ
ぎ
》序
曲

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
 / 

ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク 

ト
長
調 

K 

5
2
5

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
 / 
交
響
曲
第
５
番 

ホ
短
調

ア
ン
コ
ー
ル 

エ
ル
ガ
ー
/ 
威
風
堂
々 

第
１
番

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

v
o
l.
１

（
i
i
c
h
i
k
o
音
の
泉
ホ
ー
ル
）

J 

S 

バ
ッ
ハ
/
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲
第
３
番 

ト
長
調 

B
W
V
1
0
4
8

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
/
４
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の

協
奏
曲 

ロ
短
調 

R
V
5
8
0

J 

S 

バ
ッ
ハ
/
２
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の
協
奏
曲 

ニ
短
調 

B
W
V
1
0
4
3

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
/
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
デ 

ハ
長
調

第
２
回
定
期
演
奏
会

指
揮
：ア
ル
パ
シ
ュ
ラ
ン・エ
ル
ト
ゥ
ン
ゲ
ア
ル
プ（
マ
ー
ク
・
ガ
ラ
ノ
ス
）

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
/
ス
ラ
ブ
行
進
曲 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
/
交
響
曲
第
41
番 

ハ
長
調 

K 

5
5
1

《
ジ
ュ
ピ
タ
ー
》

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
/
交
響
曲
第
９
番 

ホ
短
調 

《
新
世
界
よ
り
》

ア
ン
コ
ー
ル 

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
/
ス
ラ
ブ
舞
曲
第
１
番 

ハ
長
調

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
団
員
に
な
る
技
術
を
養
成
す
る

ア
カ
デ
ミ
ー
ク
ラ
ス
の
チ
ェ
ロ
部
門
が
ス
タ
ー
ト

第
３
回
定
期
演
奏
会

指
揮
：
山
下
一
史

シ
ベ
リ
ウ
ス
/
交
響
詩《
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
》

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
/
交
響
曲
第
39
番 

変
ホ
長
調

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
/
バ
レ
エ
音
楽《
白
鳥
の
湖
》よ
り

ア
ン
コ
ー
ル 

グ
リ
ン
カ
/
歌
劇《
ル
ス
ラ
ン
と
リ
ュド
ミ
ラ
》序
曲

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

v
o
l.
３

（
i
i
c
h
i
k
o
音
の
泉
ホ
ー
ル
）

ゲ
ス
ト
：
小
林
道
夫

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
/
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
集

『
和
声
と
創
意
へ
の
試
み
』作
品
８
よ
り

第
１
番 

ホ
長
調 

R
V 

2
6
9「
春
」

第
２
番 

ト
短
調 

R
V 

3
1
5「
夏
」

第
３
番 

ヘ
長
調 

R
V 

2
9
3「
秋
」

第
４
番 

ヘ
短
調 

R
V 

2
9
7「
冬
」

J 

S 

バ
ッ
ハ
/

チ
ェ
ン
バ
ロ
協
奏
曲 

第
３
番 

ニ
長
調 

B
W
V
1
0
5
4

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
/
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト 

K 

1
3
8

バ
ル
ト
ー
ク
/
ル
ー
マ
ニ
ア
民
俗
舞
曲 

《
弦
楽
合
奏
版
》 

.

.
.

.

.

.

.

.

.

.
.
.

.

. . . .

ア
カ
デ
ミ
ー
発
足

i
ic
h
i
ko
グ
ラ
ン
シ
ア
タ
・

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

Ｎ
響
メ
ン
バ
ー
と
の
特
別
演
奏
会

指
揮
：
川
瀬
麻
由
美
、小
野
富
士

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
/
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト 

K 

1
3
7

ビ
ゼ
ー
/「
カ
ル
メ
ン
」第
１
組
曲
・
第
２
組
曲

ア
ン
コ
ー
ル 

エ
ル
ガ
ー
/
威
風
堂
々 

第
１
番

第
５
回
定
期
演
奏
会

指
揮
：
下
野
竜
也

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
川
瀬
麻
由
美

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
/

歌
劇《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》序
曲 

K 

4
9
2

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
/
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲 

第
５
番 

イ
長
調 

K 

2
1
9

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
/
幻
想
交
響
曲

第
６
回
定
期
演
奏
会

指
揮
：
山
下
一
史

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
/
組
曲《
く
る
み
割
り
人
形
》

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
/
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
デ 

ハ
長
調

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
/
交
響
曲
第
４
番 

ヘ
短
調

ア
ン
コ
ー
ル 

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
/

《
く
る
み
割
り
人
形
》よ
り
ト
レ
パ
ー
ク

京
都
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

練
習
見
学
&
演
奏
交
流

（
京
都
府
京
都
市
）

ハ
イ
ン
ツ
・
ホ
リ
ガ
ー
特
別
レ
ッ
ス
ン

（
i
i
c
h
i
k
o
音
の
泉
ホ
ー
ル
）

第
４
回
定
期
演
奏
会

指
揮
：
梅
田
俊
明

フ
ン
パ
ー
デ
ィ
ン
ク
/

歌
劇《
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
》前
奏
曲

ビ
ゼ
ー
/《
ア
ル
ル
の
女
》第
１
組
曲
・
第
２
組
曲

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
/
交
響
曲
第
８
番 

ト
長
調

ア
ン
コ
ー
ル 

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
/

ス
ラ
ブ
舞
曲
第
８
番 

ト
短
調

第
７
回
定
期
演
奏
会

指
揮
：
船
橋
洋
介

ス
メ
タ
ナ
/
連
作
交
響
詩「
わ
が
祖
国
」よ
り 

第
２
曲「
モ
ル
ダ
ウ
」

プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
/
ピ
ー
タ
ー
と
狼

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
/
交
響
曲
第
５
番 

ハ
短
調 

「
運
命
」

ア
ン
コ
ー
ル 

ブ
ラ
ー
ム
ス
/

ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲 

第
５
番 

ト
短
調

2
0
1
7

3
/

26

第
８
回
定
期
演
奏
会

指
揮
：
梅
田
俊
明

J 

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
/
喜
歌
劇《
こ
う
も
り
》序
曲

ハ
イ
ド
ン
/
交
響
曲
第
1
0
0
番 

ト
短
調 

「
軍
隊
」

グ
リ
ー
グ
/
音
楽
物
語「
ペ
ー
ル
ギ
ュ
ン
ト
」よ
り

（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
入
り
）

ア
ン
コ
ー
ル 

シ
ベ
リ
ウ
ス
/

カ
レ
リ
ア
組
曲
よ
り「
行
進
曲
風
に
」

第
19
回

別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭 

子
ど
も
に
よ
る
子
ど
も
の
た
め
の

コ
ン
サ
ー
ト（
i
i
c
h
i
k
o
音
の
泉
ホ
ー
ル
）

ア
ル
カ
ス
九
十
九
島
音
楽
祭

（
長
崎
県
佐
世
保
市
）

第
９
回
定
期
演
奏
会

指
揮
：
船
橋
洋
介

ピ
ア
ノ
：
渡
邉
智
道

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
/
歌
劇《
魔
笛
》序
曲 

K 

6
2
0

リ
ス
ト
/
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番 

変
ホ
長
調 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
/
交
響
曲
第
40
番 

ト
短
調 

K 

5
5
0

ワ
ー
グ
ナ
ー
/

楽
劇《
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
》

第
１
幕
へ
の
前
奏
曲

第
20
回
記
念

別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭 

子
ど
も
に
よ
る
子
ど
も
の
た
め
の

コ
ン
サ
ー
ト（
i
i
c
h
i
k
o
音
の
泉
ホ
ー
ル
）

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
の
祭
典

（
i
i
c
h
i
k
o
グ
ラ
ン
シ
ア
タ
）

指
揮
：
清
水
醍
輝

大
木
惇
夫
・
佐
藤
眞
/
カ
ン
カ
ー
タ「
土
の
歌
」よ
り「
大
地
讃
頌
」

シ
ベ
リ
ウ
ス
/
交
響
詩《
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
》

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
/
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク

レ
ス
ピ
ー
ギ
/
交
響
詩《
ロ
ー
マ
の
松
》

第
10
回
定
期
演
奏
会

指
揮
：
下
野
竜
也

ボ
ロ
デ
ィ
ン
/
歌
劇《
イ
ー
ゴ
リ
公
》よ
り「
だ
っ
た
ん
人
の
踊
り
」

ビ
ゼ
ー
/
歌
劇《
カ
ル
メ
ン
》第
１
組
曲
・
第
２
組
曲
よ
り

ブ
ラ
ー
ム
ス
/
交
響
曲
第
２
番 

ニ
長
調

ア
ン
コ
ー
ル 

ブ
ラ
ー
ム
ス
/

ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲 

第
６
番 

ニ
長
調

i
i
c
h
i
k
o
グ
ラ
ン
シ
ア
タ
・

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
a
n
d

竹
田
高
校
器
楽
部

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

（
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
）

.

.

1

パーヴォ・ヤルヴィ指揮
ドイツ・カンマーフィルハーモニー
管弦楽団

OPAM開館5周年記念

海外有名
オーケストラ
久々の大分公演

12/7○月
大分ベートーヴェン・プロジェクト2020



http://www.opam.jp/bivi

申込方法等の詳細はHPへ。
びび 友の会

（公財）大分県芸術文化スポーツ振興財団
大分県芸術文化友の会 びび
〒870-0029 大分市高砂町2-33　E-mail  bivi@opam.jp
tel.097-533-4025 / fax.097-533-4050

●問合せ・申込先

　世界的建築家・坂 茂氏による設計を印象づける美術館南側の外
壁。うっとりするような美しい意匠はもちろんのこと、大分県産のスギを
用いたり、開放的な空間を演出する大型ガラスを使用したり、その素材
にもこだわりが満載です。館内３階に上がればそのこだわりを間近で見
ることもできます。表紙を撮影したペデストリアンデッキは、実は隠れた
フォトスポット。OPAMの全貌をカメラに収めたい方にオススメです。

ペデストリアンデッキから見た大分県立美術館です。

◎入会は随時受け付けています。
◎メンバーズカードは、会費の納入を確認後、1～2
　週間後に郵送いたします。いったん納められた会
　費の払い戻しはいたしません。
◎特典内容はメンバーステージによって異なります。

※メンバー期間は入会日または更新日から1年経過した日の属する月の月末までです。

●メンバーステージと年会費

10,000円 2,500円 無　料5,000円

法人

50,000円（1口）

びびとは、大分県立美術館（OPAM）とiichiko総合文化センターを中心に、
大分県の芸術・文化を多くの皆さんに楽しんでもらうメンバーシップです。
最新情報が届くメールマガジンの配信のほか、有料会員になると様 な々特典が。
コンサートや展覧会などをお得に楽しめます。

特 典 が い っ ぱ い！

び び メン バ ー 大 募 集！

iichiko総合文化センターが主催、共催または指定す
る公演のチケットが一般発売前に10％割引等メンバ
ー価格で購入できます。KOTOBUKIメンバーはセン
ター主催公演（※）のチケットが15％割引となります。
※令和２年４月１日以降に発売日を設定した公演からとします。

特典1 
先行予約
ができる

特典2
チケット割引
がある

大分県立美術館（OPAM）主
催の企画展の無料鑑賞や内覧
会ご招待など。

特典3
無料鑑賞・割引

がある

法人               40時間（8,000円分）
KOTOBUKI    25時間（5,000円分）
TAKASAGO   10時間（2,000円分）
の駐車場券を進呈します。

特典4
駐車場券
進呈

「びびshop」で割引やプレゼントなど
の特別サービスが受けられます。
「OPAM Museum Shop」でも５％割引
（一部商品を除く）となります。

特典5
各種

サービス
がある

※枚数制限があります ※KOTOBUKI・TAKASAGO限定

●有料会員特典内容の一例

今回の表紙の写真は…

メンバーステージ／KOTOBUKI

♪♪ ♪♪
ビ ビっと 豊 か な ラ イ フ ス タ イ ル

♪♪♪

前身の「emo」から利用させてもらっています。当時は職場の仲間を誘って、仕事終わりに急いで
来て歌舞伎やコンサートを観たり…。OPAMがiichiko総合文化センターの隣にできたので、コ
ンサートの前に絵を観たりしています。駅から傘がなくても来られるのも、利用者のことを考えてく
れていて感謝ですね。OPAMは美術館なのに窓が大きく開き、飲食もでき、美術以外の体験もさ
せてくれ、自分の感性を高めてくれる場所です。会員特典であるメンバー内覧会は第一優先で参
加し、ここでキャッチした情報を、友達に広げています。「原田さんのおかげで良いものを鑑賞でき
た」と言ってもらえるのがうれしいですね。趣味の編み物や食事など日々の生活にも、ここで得たこ
とが生きていると思います。

―申し込み先―
☎097-533-4025
もしくはメール

bivi@opam.jpにて

このコーナーに
出てくださる
びびメンバーを
募集しています。

原田 博美さん （大分市在住）

▲「アート＆デザイ
ンの大茶会」ではマ
ルセル・ワンダース
さんに対面！ 彼が
デザインした口紅を
持っていたので感動
しました

▲

大阪万博の時に5
日間通って観た「太
陽の塔」が懐かしかっ
たです。記録に残って
いることが素晴らし
い「岡本太郎展」

粗品を差し上げます

♪♪♪♪♪

14 13

高校時代にチェンバロと出会い、音楽大学ピアノ専攻２年次よりチェンバロも学び始める。自宅でピアノ
教師を務めるとともに、各地でチェンバロ演奏を行っている。おでかけクラシックコンサートは今回が２校
目で、「自分の予想以上の感想が飛び出すので、新鮮で驚きも多く、楽しいですね」とにっこり。専門的な
知識より、まずはチェンバロの魅力を感じられるようなコンサートの構成を心掛けているそうです。

大北絵三子さん（チェンバロ・ヴァージナル）

iichiko総合文化センターでは、地域の皆さんのもとへ芸術の持つ楽しみや喜びをお
届けするアウトリーチ事業を行っています。この『しあわせアート♡物語』事業を通じ
て、私たちと皆さんで芸術文化の素晴らしさを共感できる、しあわせな時間を紡いで
いきたいという思いを込めています。

宇佐市出身の大北絵三子さんによるチェンバロとヴァージナ
ルの演奏は、37名の生徒を魅了しました。その聴きなじみの
ない音色に興味を引き付けるため、大北さんによる調律とい
う演出からスタート。続いて演奏の前にチェンバロの天板を開
けると、内側に描かれた美しい宇佐神宮の絵が現れ、子ども
たちから「おぉー！」という歓声が上がりました。これは大北さ
んの祖父が描いたもので、チェンバロは目でも楽しめる楽器
であると話しました。そして、バッハ作曲「フランス組曲 第5番
より アルマンド」の演奏が始まると、繊細な音色に引き込ま

1/24（金）
宇佐市立深見小学校

大分県芸術文化スポーツ振興財団では、学校や地域、関係機関と連携しながら美術館を教育に
活用する取り組みを、国の助成などにより進めています。その中のひとつ、「びじゅつかんの旅・び
じゅつかんの旅じたく」は、美術館のスタッフが学校や園に出かけて楽しい美術体験を行う活動
と、子どもたちが美術館に出かけて作品に触れたり見たりする活動を組み合わせたプログラムで
す。今回は、大分県立聾学校の幼稚部との連携についてご紹介します。

大分県芸術文化スポーツ振興財団・大分県立美術館は、独立行政法人国立文化財機構文化財活
用センターや大分県、ANAホールディングス株式会社などとの共催により、姫島小学校・中学校
と東京国立博物館を結んで、アバター技術を活用した遠隔での社会見学授業を実施しました。

アーティスト紹介

と東京国立博物館を結んで、アバター技術を活用した遠隔での社会見学授業を実施しました。

こども たちへ～芸術文化の学校連携～
iichiko総合文化センター 大分県立美術館

iichiko総合文化センター・大分県立美術館

れる子どもたち。次にチェンバロとピアノの模型を使って、ハ
ンマーで弦をたたくピアノと、爪で弦を弾くチェンバロの構造
の違いなどを説明しました。楽器体験では、模型やチェンバ
ロに触れて音を出したり、豪華な装飾がなされた世界のチェ
ンバロのパネルを見学し、「ギターの音に似ている」「ピアノよ
り音が高いね」などの感想が。続いて同種の小型楽器である
ヴァージナルに移動し、楽器を囲むように立って1曲、次に
座って目を閉じた状態で1曲聴き、チェンバロとの違いを目
と耳で楽しみました。大北さんが「古楽器を使ってその当時
の曲を現代に蘇らせる演奏という仕事を、ワクワクしながら
やっています」と語り、最後にチェンバロに戻ってもう1曲演
奏。子どもたちからは「きれいな音で豊かな気持ちになった」
「僕もチェンバロを持っていたら、もっと弾いてみたい」など、
興味の強さがうかがえる感想が聞けました。

大分県内各地の学校や施設などに音楽家を派遣する取り組みです。
　「子どもたちに本物の音楽を聴かせたい」という学校の先生方、「日
ごろ本格的なクラシック音楽に触れる機会が少ないので演奏に来て
ほしい」という地域の方々にご活用いただいています。
　皆さんのもとへ演奏に出かけるのは、このプログラムに必要なスキル
と条件を満たし、オーディションで選ばれた大分ゆかりの音楽家たち。
　県内外で活躍中の若手音楽家たちが、実践のための研修やリハー
サルを重ね、丁寧に本番に向けた準備をして、皆さんのために上質な
音楽を奏でます。

『しあわせアート♡物語
～おでかけクラシックコンサート～』は、

ストーリー

AR
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MIK

O

もたち。次にチェンバロとピアノの模型を使って、ハ
ンマーで弦をたたくピアノと、爪で弦を弾くチェンバロの構造

2/13（木）姫島村立姫島中学校
　18（火）姫島村立姫島小学校
姫島小・中学校において、アバターロボットを使った東京国立博
物館との遠隔美術授業を行いました。13日（木）は中学校2年生が
パソコンを使って博物館のアバターを操作し、正門入り口から2階
の国宝室まで移動。学芸員の説明を受けながら縄文土器や銅鐸
などの作品を、スクリーンを通して鑑賞しました。次に、中学校に配
置されたアバターを博物館の学芸員が操作し、博物館から事前に
届いた国宝「松林図屏風」の複製を使って説明。「どの季節、どの
時間帯を描いた作品だと思いますか」という質問に、「風が強そう
だから、冬だと思う」などと答えていました。ワークショップでは、5
種類の松のスタンプや筆ペンなどを用いて、自分だけの「松林図
屏風」を制作しました。生徒からは、「アバターを動かすのが楽し
かった」「納得のいく屏風が作れた」などの感想が聞けました。18
日（火）には小学校1～3年生が同様にアバターを使って、東京国
立博物館を体験する社会見学のような楽しい時間を過ごしました。

「アバター美術授業」

11/27（水）
大分県立聾学校
まずは学校に美術館のスタッフが出かけ、「びじゅつかんの旅じた
く」。長さ５メートルの大きな紙に、ローラーでながーい線を描いた
り、紙の筒でスタンプを押したりと、楽しい美術体験をしました。手
に絵の具をつけてペタペタ押してもＯＫ！子どもたちはからだ全体
をつかって楽しみました。あそんでいるうちに、絵の具を混ぜたり、
重ねて塗ったりすることで、新しい色やかたちが生まれてくる楽し
さを発見した子どもも出てきました。

12/3（火）
大分県立美術館　
「びじゅつかんの旅じたく」の後は、美術館に出かけ、「びじゅつかん
の旅」。美術館内のいろいろな作品に触れたりして楽しんだ後、コレ
クション展示室での作品鑑賞とワークショップ。宇治山哲平の作品
をみんなで見て、その形や色、大きさにびっくり。その後、○や□、いろ
いろなかたちに切った色紙を台紙に貼って、自分なりのミニ宇治山作
品を制作。「これはママの好きな色だから使ったよ」など、お話をしな
がら自分の好きな色や形を選んで、思い思いの表現を楽しみました。

「びじゅつかんの旅」「びじゅつかんの旅じたく」
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申込方法等の詳細はHPへ。
びび 友の会

（公財）大分県芸術文化スポーツ振興財団
大分県芸術文化友の会 びび
〒870-0029 大分市高砂町2-33　E-mail  bivi@opam.jp
tel.097-533-4025 / fax.097-533-4050

●問合せ・申込先

　世界的建築家・坂 茂氏による設計を印象づける美術館南側の外
壁。うっとりするような美しい意匠はもちろんのこと、大分県産のスギを
用いたり、開放的な空間を演出する大型ガラスを使用したり、その素材
にもこだわりが満載です。館内３階に上がればそのこだわりを間近で見
ることもできます。表紙を撮影したペデストリアンデッキは、実は隠れた
フォトスポット。OPAMの全貌をカメラに収めたい方にオススメです。

ペデストリアンデッキから見た大分県立美術館です。

◎入会は随時受け付けています。
◎メンバーズカードは、会費の納入を確認後、1～2
　週間後に郵送いたします。いったん納められた会
　費の払い戻しはいたしません。
◎特典内容はメンバーステージによって異なります。

※メンバー期間は入会日または更新日から1年経過した日の属する月の月末までです。

●メンバーステージと年会費

10,000円 2,500円 無　料5,000円

法人

50,000円（1口）

びびとは、大分県立美術館（OPAM）とiichiko総合文化センターを中心に、
大分県の芸術・文化を多くの皆さんに楽しんでもらうメンバーシップです。
最新情報が届くメールマガジンの配信のほか、有料会員になると様 な々特典が。
コンサートや展覧会などをお得に楽しめます。

特 典 が い っ ぱ い！

び び メン バ ー 大 募 集！

iichiko総合文化センターが主催、共催または指定す
る公演のチケットが一般発売前に10％割引等メンバ
ー価格で購入できます。KOTOBUKIメンバーはセン
ター主催公演（※）のチケットが15％割引となります。
※令和２年４月１日以降に発売日を設定した公演からとします。

特典1 
先行予約
ができる

特典2
チケット割引
がある

大分県立美術館（OPAM）主
催の企画展の無料鑑賞や内覧
会ご招待など。

特典3
無料鑑賞・割引

がある

法人               40時間（8,000円分）
KOTOBUKI    25時間（5,000円分）
TAKASAGO   10時間（2,000円分）
の駐車場券を進呈します。

特典4
駐車場券
進呈

「びびshop」で割引やプレゼントなど
の特別サービスが受けられます。
「OPAM Museum Shop」でも５％割引
（一部商品を除く）となります。

特典5
各種

サービス
がある

※枚数制限があります ※KOTOBUKI・TAKASAGO限定

●有料会員特典内容の一例

今回の表紙の写真は…

メンバーステージ／KOTOBUKI

♪♪ ♪♪
ビ ビっと 豊 か な ラ イ フ ス タ イ ル

♪♪♪

前身の「emo」から利用させてもらっています。当時は職場の仲間を誘って、仕事終わりに急いで
来て歌舞伎やコンサートを観たり…。OPAMがiichiko総合文化センターの隣にできたので、コ
ンサートの前に絵を観たりしています。駅から傘がなくても来られるのも、利用者のことを考えてく
れていて感謝ですね。OPAMは美術館なのに窓が大きく開き、飲食もでき、美術以外の体験もさ
せてくれ、自分の感性を高めてくれる場所です。会員特典であるメンバー内覧会は第一優先で参
加し、ここでキャッチした情報を、友達に広げています。「原田さんのおかげで良いものを鑑賞でき
た」と言ってもらえるのがうれしいですね。趣味の編み物や食事など日々の生活にも、ここで得たこ
とが生きていると思います。

―申し込み先―
☎097-533-4025
もしくはメール

bivi@opam.jpにて

このコーナーに
出てくださる
びびメンバーを
募集しています。

原田 博美さん （大分市在住）
▲「アート＆デザイ

ンの大茶会」ではマ
ルセル・ワンダース
さんに対面！ 彼が
デザインした口紅を
持っていたので感動
しました

▲

大阪万博の時に5
日間通って観た「太
陽の塔」が懐かしかっ
たです。記録に残って
いることが素晴らし
い「岡本太郎展」

粗品を差し上げます

♪♪♪♪♪


